























































































































































成就院の領地である。速成就院とは、太子堂 正式な寺号である。そのことを示す証拠書類数通を見せにいらっ ゃったのである。その書類 うち（当時の荘園領主〈本家〉である）萩原殿 仁親王の命令書には、太子堂に年貢収納の事務取扱担当者がいる いう所見は全くないということだった。したがって、太子堂に御年貢を収納させるのは困難なことであると言ってきた。
　　
そのうえ、赤馬荘の年貢半分を軍事費として守護が収納すること



























る二十四日に上皇御所で七仏薬師法（※） 行われるそうだ。導師は妙法院宮だという。後小松上皇様が霊夢をご覧 なっ ことにより、この 会が行われるらしい。この七仏薬師法が上皇御所で行われるのは、およそ近代では絶えてなかったことである。去る観応年中（一三五〇～五 ）に上皇御所で行われた例があるという。
泉涌寺・戒光寺の本寺末寺相論　　
さて泉涌寺と戒光寺の間で、本寺末寺の争いがある。泉涌寺は戒



















日から七日間、七仏薬師法が行われているそうだ いつものように風呂に入った。琵琶法師 安一座頭が来 、平家物語 語っ くれた。
二十五日、晴。毎月恒例の連歌会を長資朝臣と正永が当番として準備
してくれた。参加者は椎野以下いつもの面々である。安一座頭も参加して一～二句ほど付けてくれた。
















































重宝に致しますと言ったそうだ。赤馬荘について、太子堂には確かな証拠書類がないの 、 僧たちは歎いていると う。 伏見宮家が持っている は確かなも であるので、 それ 話し合った。長老の考えとしては異論が く 寺僧 ちも異議を唱えなかった。いずれにせよ、今後、話 合いを続けましょうと うのが、長老のお返事だったそうだ。
若狭国松永荘　　
祐誉僧都が一献のお酒を少し持参してきた。対面して話すことに
は、若狭国松永荘課役の四分の一を守護請 する契約を結んだ ころ、近年、守護からさっぱり年貢が送られてこな それで将軍に訴えたところ 「幕府から厳しいご命令があったので、松永荘はすべてお返しします」と、若狭国守護代の三方範忠入道が書状を出してきたそうだ。松永荘全体を祐誉僧都が支配すること なっ という。
　　
この荘園の現地管理の職は、 故勝阿 御恩地として支配していた。























について聴取するために出ていった。そして夕方に帰ってきた。常宗によると、 「領地調査の件については、先月二十四日に将軍へお話ししてあります」とのことだった。将軍 「証拠となる書類がなければ、播磨国守護へ命令することは難し 」というご見解だったそうだ。それで常宗は、 「証拠書類を選び出して、重ねてお申し出ください」と申したという。
　　
重有はさらに勧修寺へ向かって、 このことを詳しく話したそうだ。
勧修寺検非違使別当もこの二十四日に室町殿へ行ったそうだ。その時、室町殿は「領地調査につい は伏見宮様から伺っている 事務取扱者として取り次ぎがないのはどう ことだろうか」 仰ったので、勧修寺は「思うところがありまして、差し障りがございました」と返事をしたそうだ。それで常宗を通 改め 申し入れをしたという。いずれにせよ、証拠書類がない と 正式 をすることは難しいというのが室町殿のお考えだということ 勧修寺検非違使別当も同じく言っていたそうだ。重有朝臣は、 「証拠書類をさらによくよく探し出しておきなさい」 勧修寺検非違使別当にも申し付けておいたそ だ。
琵琶法師の相一検校・専一検校　　
さて琵琶法師の相一検校と専一検校が退蔵庵に来ているそうだ。
二人とも当代の名人だという。まだ彼らの芸を聞 ことがな ので、興味津々である。それで寿蔵主を通 て退蔵庵主に彼らの平家









始めたばかりの者である。宮家が経済的に苦しいので、たいしたお給料も出せな った。それで、 「母が来るので少 の間、会いに行きます」 と言って出て行ったきり、 そのまま宮家を逃げ出してしまった。よろしくない事だ。宮家は経済的に苦しいので逃げ出されてまっ ことは、仕方の いことである。
※国衙領（こくがりょう）…各国の国府の所領。公領ともいう。室町
時代の国衙領は、既に国府が衰退しているので、荘園 同じような私領になっている 播磨国（兵庫県）の国衙領は、 伏見宮家の領地。
※「三句」…実際には四句ある。 「高倉院紅葉御賞翫事」は平家物語
巻六「紅葉」 、 「康頼入道硫黄島祝事」は巻二「康頼祝言」 、 「後鳥羽


































































民が反対してきた。絶対に用水を取ってはならないと言い張っている。深草郷近隣の者 ちも深草の郷民に同調 、甲冑を着て待ち構えていたので、伏見荘 村人たちは仕方なく帰ってきたそうだ。
　　
このことを九条家へ通報したところ、醍醐寺三宝院から異論がで






のはよろ くない事である。それなので、 「力ずくの争いは、不都合だと思います」と九条関白家へ連絡した。そう たら、九条家から「なるほど、その通りだと思います」という返事があった。 「なんとか三宝院と話し合い の結果がでるまで、しばらくの間お待ちください」というように九条家から話 あった。なんとかして暴力沙汰だけは避けた ものである。
二十日、晴。用水のことで、九条家家司の唐橋在豊民部大輔から書状




























進の付け句を募った。連歌を知らない人は別の人に付け句をしてもらって、それに自分の名前 書い 。一献の 宴 際 、皆が付け句を出した。善基が幹事となった。参加者は つもの通りである。それに寿蔵主以下、村人たちも参加した。
　　
今夜、京都の三条坊門あたりで数町にわたって火事があったそう


























































































残楽（のこりがく）で青海波を演奏した。そして翠帳紅閨・新豊酒色（※）という朗詠をした。この朗詠には伴奏 付け 伴奏の笛は綾小路前参議、 笙を田向三位、 朗詠（※）は私と長資朝臣が歌った。
　　
その後、川西の方へ漕ぎ下り、また網を引いた。魚が多数懸かっ






こっている。今日、木幡郷が境界の目印を小縄手の西に付けた。これは草刈りの争いとなってい 場所を越えて伏見荘側に入り込んだものだそうだ。それで伏 荘の村人たちは 弓矢を取って戦おうと言っている。
　　
それに対して、 「何とかして将軍へ訴えるの 、軽はずみな行動





















青銅製の一斗枡・茶碗形の酒器・太鼓形の鉢である 綾小路 （田向経良）は花瓶一つで、 青銅製のお盆と鼈甲製のお盆にのせてある。重有朝臣は青銅製の花瓶一つに同じく青銅製のお盆。長資朝臣も青銅製の花瓶一つに青銅製のお盆。善基は青銅製の 瓶 つに香台。光台寺住職は青銅製の花瓶一つ。これは鶴頭と呼ばれる杓立てを花












ついて、穏便に伏見荘村人の鎌 返すように、木幡修 の許へ書状を書き与えたそうだ。その書状 写しも付けて寄こし
　　
境界がまだ決まっていないのに鎌を返すというのでは不十分なので、この書状を受け取らずに先方へ返した。






















































































十七日、 晴。 先頃、 新築していた田向家の書院や押し板などが完成した。





















































それで軽く挨拶をして、畠山に事の次第を詳しく説明した。そしてなんとかお取り次ぎくださいとお願いしたら、仕方なく了承し くれた。そしてすぐに取り次いでくれた。室町殿のご返事は畠山満元管領から事務担当者を通してお伝えしますとのことだった。 それで、管領のところへ行って、このことを説明 た。管領は ぐに事務取扱者の飯尾清藤加賀守に命令してお と申され それでさら 飯尾加賀守 ところへ行き、この事を説明した。飯尾は関係書類を見て、心得ました 言っ そうだ。明後日、将軍へお伝えしますというので 帰ってき という。あちこち飛び回っ 、気疲れしましたと田向三位は言 いた。畠山が取り次いで れた芳志はとてもありがたくうれしかったとも言っていた。
　　
さて室町殿への八朔の贈答は、一律に禁止というわけではなく、
相手によって考慮するということらしい。この伏見宮家御所については、むしろ室町殿の方から贈答品を差 上げるべきところ、宮家から贈答品を頂いている で、今年はお贈り下さらなくてけっこうですとのことで、広橋から詳しく説明して宮家からの八朔を止めたいとのこ であった。このうえは、宮家からの八朔贈答は遠慮なさるべきでしょうと広橋は言っていたそうだ。清原常宗にも尋ねたところ、遠慮なさるべきでしょうと言っ お祝い事なので、いちおう了承したが、 贈答品を省略すべきかどうかは考え物である



















合戦をする用意ができているらしい。伏見荘側からも弓矢を取って境界の地 奪い取るとの噂があ そうだ の村々で 弓矢を取る準備などしてはいない。巷の根も葉もない噂はよろしくないことだ。
　　
さて八朔の贈答について 、八朔を受け取る人数と停止する人数
は室町殿がお決めになってい ので、この伏見宮御所のことを重ねてお伺いすることは難しいと広橋が言ってきた。ご遠慮下さ も言っ いる。この上は仕方が い。室町殿若君に対して 同じく贈答停止ということらしい
月庭の法華経談義二十四日、 夜に大雨が降った。明け方には大風が吹いており、 朝になっ










と稚児一人も着座した。まず観音経一巻を読んだ。次 説法をした。妙法蓮華経という表題について二時間ほど説い 。弁説は湧くようになめらかで、神妙であった。説法 終わ 、大悲呪一巻を読み終えて、座を立った。
　　
薬師堂の西の部屋二間に御簾を懸け、楊柳寺・蒼玉庵 尼や女性
たちが聴講していた。本尊の前、左脇 も南側と西側に青い簾を懸けて、宮家の人々・局女・女官・尼たちの席とした。薬師堂本尊の後ろを、光台寺 僧たちや村の男どもの席とし 御堂の正面には畳を敷き、寺庵僧の席とした。礼堂には大勢の人々が群れ集まっていた。夕方に講義は終わった。
周郷（周具）の就職【頭書】 （＝日記の上方の隙間に書き加えた記事）田向経良の息子であ
る周郷は周具と改名した。万寿寺で修行中の焼香侍者に招かれたそうだ。夏の修行期間が終わったら、 万寿寺に参りますと言ってい 。

























法の聴講には行けなかった。伏見宮家の女性たち、東御方・上臈や塔頭御寮恵芳・田向三位・重有・長資ら朝臣は行った。今日の聴衆はさらに大勢が群れ集まったそうだ。新堂の法華経講義も、宮家男どもは聴講してきた。弁舌は未熟だっ と男ど は話 ていた。
二十九日、 晴。八朔贈答品の準備にかかりっきりだった。法安寺へは、
東御方・玄経・重有朝臣・局女・女官らが きた。用健の老母














親族である門跡寺院主や九条満教関白、徳大寺公俊・二条持基・西園寺実永の三大臣以下、室町殿近習の公卿や殿上人は進物を献上したそうだ。外様の皇族や諸門跡寺院主・諸家武家（この内、何人かは進物を許容されたらしい） ・室町殿に仕える女房等から 進物は中止になさった。一律に進物停止ではなく、家によって用捨 さたようだ。
　　
この伏見宮家御所は代々将軍家に進物を出している。しかし今年
































































































































てから、宝珠庵に挨拶をし 伏見荘内に住むよ になっ から、初め お会いした。よほどうれしかった だろうか、何度も涙を流しておられた。
　　
昔、御所にお仕えしていた時、私が少年であった際にお会いし
いた。それ以後、只今久しぶり お会い のだ。昔の思い出話などや今の思いなどをお話しになった。年齢は七十一になるそうだ。梅津の寺を出られ 、この春に蒼玉庵に住まわれるようになった。
四人の継母　　
父・大通院に仕えた女性たちのうち、四人が存命である。この宝















































































臣も行った。いつものように惣得庵主も来ていた。今日は聴講者がほとんどいない 法華経安楽行品の説法はすばらしかっ 。聴講し終わってから、風呂に入 。
秘曲流泉・啄木の伝授　　
さて私は秘曲三曲の内、 両流泉（※）をいまだ伝授されていない。
楊真操は父の大通院がお授け下さった。残る二曲を今出川公行前左大臣に伝授してほしい 思ってい ところ、 「私 伏見宮家に参るのが遅れそうなので、まずは両曲伝授の証明書を書いてお送りします」と左大臣が言ってきた。 「このようなやり方は先例もある で、問題はありません」とも言ってきた。それで今日は吉日なので、両











































さったそうだ。北山の元の御寺が荒廃したので、室町殿 お計らいによって新しい御寺が岡殿に進上されたそ だ。今日、岡 に手紙を出して、お祝いを申し上げた。
貞成、法安寺大般若経の巻名を書く　　
さて法安寺の大般若経の一部を新たに書写するという。そのお経の表紙の巻名を私に書いてほしいと法安寺の住職が頻りに望んできた。そこで悪筆 顧みず、第一帙から第十帙までの大般若経百巻の巻名を書いた。これによって現世と来世でも仏との縁を確実
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